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＜連絡事項＞
・各勤務帯で1回以上記録を残すようにして下さい。8/20（月）より開始とします。対象は全患者様です。
＜患者様連絡事項＞
・駒木　洋士様～初外来8/31　11：00　退院時処方11日分処方となっている。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・澤村　彬様～終日隔離中。午前午後2時間ずつ開放観察実施。午前開放時、ホールの洗面所にて多量の飲水行為あり介入要している。同行為繰り返しあり、開放観察終了としている。自室へ入室直後は、ドア蹴りみられるも、その後、落ち着かれている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善ができるよう看護介入を行っていく。
・木村　格治様～終日隔離中。「ここの医院長だめだ。薬調整するの下手くそだ」「薬のせいで腰とか足が動かなくなった」等の不満訴え多い。自室内では立位や歩行動作にやや緩慢さみられるも、困難さは無い。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善が出来るよう看護介入を行っていく。
・玉岡　公子様～終日隔離中。自室にて臥床して過ごされている。整容時はスタッフ付き添いで行っている。対面時多弁さあるが、興奮や易怒性は無い。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善が出来るよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者様＞
・三上　キネ様～バイタルサイン異常無し。酸素飽和濃度96～98％で経過。声掛けには開眼され発語きかれている。

・大久保　すい様～日中の熱発なし、湿性咳嗽は持続している。ケア時妄想様の発言聞かれているが、拒否はない。
・上村　節子様～体温37.0℃、掛物調整にて対応している。その他バイタルサイン
　　　　　　　　異常なし。声掛けには反応鈍く、疎通は不良。
・古川　忍様～体温38.2℃、クーリングにて対応している。乾性咳嗽、鼻汁あり。
　　　　　　　腹痛の訴えきかれ安静臥床で過ごされる。主治医報告しＰＬ1週間分処方となる。
・橋本　拓実様～Aユニットで過ごす。他患者様がおもちゃを拾ったり、テーブル上に散乱したおもちゃに触れようとすると、手で払うなどの粗暴行為あり介入要している。
・和田　昌様～ホールにて過ごされている。気分高揚さ、話し掛けの多さあり。話を自ら切り上げる事出来無い事あり。
・吉島　知寿子様～自室内で自身のベットを扉近くまで寄せ、入室できないようにバリケードしている。同室者が入室したいことを説明すると元に戻す。「私には人権がないのか。母の命日が４日だってのにお盆も外出させないで天罰だ。」「汚らわしい。入ってくるな。」などとりとめなく話し、退室する際には通りかかった後にファブリーズを振りかけるなどしている。退室後、再度ベットを寄せ入室できないようにしている。
・高坂　キヨ様～排尿間隔が長く長時間出ないことあり経過観察している。食事は自力摂取困難さあり介入要す。
＜安ケ平Dr診察＞
・玉岡　公子様～両下腿の浮腫著明のため、フロセミド（40）1×朝で7日分処方。
＜入院患者情報＞

氏    名：家口　武雄様

  生年月日：昭和10年7月4日　83歳

  病    名：アルツハイマー型認知症

  性    別：男性

  病　　棟：東病棟Cユニット

  主治医  ：馬渡Dr

  入院形態：医療保護入院

(経過）

H27年12月、大里脳神経リハビリテーションクリニックでアルツハイマー

型認知症の診断を受け、ドネペジル錠が開始となっている。H28年4月には

人身事故も起こしているが、そのことも覚えていない状況。徐々に易怒性

の増し、ドネペジルを8mgに増量するとやや精神的には回復し、29年11月

にドネペジルを10mgに増量。その後にはデイサービス利用中に意識消失が

認められ、メマリーへ変更となっていた。今年の2月に入ると睡眠時間が

長くなり、夜間失禁もあり、メマリー錠の量を調整。この頃より妻に対す

る暴言や拳で叩くという乱暴さも目立ってきた。抑肝散の追加などの薬物

調整も随時行われているが、暴力的になりデイサービスの利用も困難にな

ってきている。夜間睡眠も不安定、玄関のカギを開けよとしたり、デイサ

ービスでも乱暴さは続いている状況から利用できていない状況である。

本人の乱暴な認知症症状の改善を目的に、H30年8月17日13時40分、東
Cユニットへ医療保護入院となる。

